
大阪大学 レーザーエネルギー学研究
センター  LOTグループ
代表者：實野 孝久
http://www.ile.osaka-u.ac.jp/
　　　 research/lot/index.html
大阪大学レーザーエネルギー学研究
センター　特任教授
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘2-6

第 39巻第 1号　大阪大学 レーザーエネルギー学研究センター LOTグループ 61

◆学生の声
　本研究室に入り，初めて“レー
ザー損傷”という研究分野に出会い
ました．初めは何事も不慣れで，
多くの御迷惑をお掛けしました．
しかし，實野先生をはじめ，多く
の方に暖かい御指導をいただき国

内の学会発表だけでなく，国際会議や論文発表を行
い，研究者の卵であることを実感できるまでになり
ました．今後は博士後期課程へ進学し，感謝の気持
ちを忘れず，研究に精進して行きたいと思います．
 （三上 勝大）

　◆研究室紹介

　本研究室では，阪大レーザー研の大型レーザーシステ
ムに用いる光学素子に関する研究を中心として，レー
ザー材料からレーザー応用まで幅広い課題に取り組んで
いる．
　大型レーザーシステム用光学素子の特筆すべき成果と
しては，従来よりも1桁高い溝密度を有する逐次走査露
光法を国内外のメーカーと協力により世界に先駆けて採
用し，世界最大の対角1 mの高精度大型誘電体多層膜回
折格子を低熱膨張の石英基板上に作成することに成功した．
　また，高耐力光学薄膜の開発研究に力を入れ，レー
ザー損傷機構に関する研究を行ってきた．最近では光学
素子温度によりレーザー損傷耐力が変化することを見出
し，その機構を解明することを進めている．他にも，新
規レーザー材料の物性研究や，レーザーの産業応用研究
として新規マーキング法や製膜法の開発を行っている．

　◆具体的な最近の研究テーマと成果

テーマ 成　　果

大型回折格子の開発 国際会議 報告
レーザー学会 発表

高耐力素子の開発

レーザー研究 論文投稿
レーザー学会年次大会
優秀論文発表賞 受賞
応用物理学会 発表

レーザー材料の
 物性評価

レーザー研究 論文投稿
応用物理学会 発表

軸方向励起
気体レーザーの開発

学術誌 論文投稿
応用物理学会 発表

新規マーキング法
 の開発

学術誌 論文投稿
国際会議 報告

新規製膜法の開発 国際特許取得
応用物理学会 発表
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